












はじめに

鹿児島県下の地域リハビリテーション(療育)のシステムは,早期発見・早期診断の部分で

は一応の形ができているが,早期療育の場は乏しく,地域差がある。早期診断から早期療育

への流れをスムーズにし,在宅あるいは病院から自宅へもどろうとする障害児が,在宅人工

換気療法患児も含めて安心して生活できるようにするためには,地域に住む療育関係者や

療育機関が緊密に連携することが不可欠である。そこで,我々はネットワーク作りに取り

組み始めた。

平成 4 年度は,鹿児島県下を 16 ブロックに分けて,療育機関,理学・作業療法士,言葉の教

室,地域親の会,親子教室,おもちゃライブラリーなどの状況を調査した。すべて,鹿児島市

を中心として存在していたが,地域親の会や親子教室は地域への広がりを認めた。このよ

うな患児側からの動きが,ネットワーク作りの原動力となる。平成 5年度は,これらの機関

の連携がとれて機能している地域がどれほどあるか,そして,ネットワークの必要性を感じ

ている地域の人達への支援を行ない,各ブロックのネットワークを整備していくことを目

標とした。


